
加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境衛生事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境保全課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 01 

目 03 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

保健衛生の推進を図っているが、ごみ減量化や保健衛生のさらなる推進に向け
た取り組みが必要となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び加古川市保健衛生協議会の役員・保健衛生推進委員

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

保健衛生の推進を図るため、加古川市保健衛生協議会に対して運営補助金を交
付することにより、当協議会の運営を支援する。また、スズメバチ駆除費に対
する補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健全な生活と保健衛生の推進を図る。

2,1562,1102,151

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,156

財　

源　

内　

訳

□拡充

ごみ分別の徹底、ごみ減量の推進、ごみ集積場の環境衛生保持などの観点か
ら、保健衛生協議会への補助は、今後も継続して行う必要があると考える。ま
た、毎年スズメバチによる巣作りは多くみられ、市民ニーズが高いことから、
駆除に要する費用補助を増額して実施する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,156

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

保健衛生費

環境衛生費

環境衛生事業

859



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境衛生事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境保全課

人

人

件

対 象 指 標 名

支部 252525

世帯数 世帯 108,688107,637106,451

成 果 指 標
分 析 結 果

コロナ禍による研修会等の自粛があったことで実績への影響があるが、今年度以降で計画数
に近づけるよう創意工夫をしていく。 

保健衛生推進委員研修
会開催回数

回 252525

スズメバチ補助件数 件 878479

活 動 指 標
分 析 結 果

広域ごみ処理施設への移行が開始され、ごみ減量への取組を引き
続き進める必要があり、推進委員や地区支部での研修会等を開催
した。また、市民の生活環境の安全を確保することから、スズメ
バチの巣の駆除に対して補助を行った。

地区別研修会参加者数

目 標 値

560

目標年度

305330539

全市研修会参加者数 41000350

スズメバチ駆除、被害
数

0878479

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

地区

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 飼い主のいない猫不妊・去勢手
術支援事業

部 局 名 環境部

課（室）名 環境保全課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 01 

目 03 

細  目 015  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

地域からの飼い主のいない猫による、ふん尿被害や餌やり等の苦情があり、こ
れ以上飼い主のいない猫の個体数を増やさない対策が必要である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内に生息する飼い主のいない猫を捕獲して、マイクロチップを装着した上で
原則室内での終生飼養をしようとされている市民が対象。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

飼い主のいない猫にマイクロチップを装着し、不妊・去勢手術を市が指定する
動物病院で実施しようとする市民に、メス１０，０００円、オス５，０００円
の手術費を助成する事業。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

飼い主のいない猫の繁殖を抑制して個体数を減少させ、猫のふん尿による被害
等の削減を図り、良好な生活環境を確保する。

81900

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 819

財　

源　

内　

訳

□拡充

飼い主のいない猫に対して、不妊・去勢手術を実施して終生飼養をしてもらう
ことが促進されれば、個体数の減少に一定の効果があると考えられる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 819

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

保健衛生費

環境衛生費

飼い主のいない猫不妊・去勢手術
支援事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 飼い主のいない猫不妊・去勢手
術支援事業

部 局 名 環境部

課（室）名 環境保全課

匹

対 象 指 標 名

世帯数 2000

成 果 指 標
分 析 結 果

動物病院 箇所 700

活 動 指 標
分 析 結 果

手術実施飼い主のいな
い猫数

目 標 値

0

目標年度

3100

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 屋外分煙施設管理事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 令和3年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 加古川地区

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 01 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市空き缶等の散乱及び飼い犬のふ
んの放置の防止に関する条例

現 状 と 課 題

屋外分煙施設を移転設置したが、喫煙者を新たな屋外分煙施設へ誘導するため
今後も周知が必要。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

喫煙者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

ＪＲ加古川駅南広場に従来から設置している屋外分煙施設を撤去し、新たな屋
外分煙施設を移転設置する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

ＪＲ加古川駅南口からベルデモールにかけての動線付近にある喫煙所を移転
し、喫煙者を排除することなく、駅周辺の環境美化及び受動喫煙防止を図る。

1,13300

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,133

財　

源　

内　

訳

□拡充 □維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 ■完了

事 業 費 合 計 1,133

そ の 他 特 財

令和3年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

清掃総務費

環境美化推進事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 屋外分煙施設管理事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

回

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603261,041262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

人 259,603261,041262,308

活 動 指 標
分 析 結 果

不法投棄確認回数

目 標 値

0

目標年度

27630

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

864



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境美化啓発事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 平成16年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 01 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

地域での一斉清掃については、多数の地域団体が行っている。また、アダプト
プログラムについては、登録団体は増加傾向にあるが、参加者の高齢化を理由
に活動を休止する団体がある。新規参加者を取り込むなど団体の活動を活性化
することが課題。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民・町内会・市内企業

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

アダプトプログラム登録制度を実施し、活動団体を支援する。地域の清掃活動
に対して支援を行い、美化活動推進の啓発を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の環境美化への意識向上を図る。

277261254

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 277

財　

源　

内　

訳

■拡充

町内会等の地域団体、市民ボランティア団体への支援により、地域コミュニ
ティの活性化を図りながら美化活動への意識向上に貢献していると考えられ
る。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 277

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

清掃総務費

環境美化推進事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境美化啓発事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

回

団体

対 象 指 標 名

単位町内会・自治会 320320321

加古川市人口（４／１
付推計人口）

人 259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

地域美化のＰＲ等により、地域の美化意識の高揚に繋がり一斉清掃の実施回数が安定してい
たが、新型コロナウイルス感染防止のため活動自粛により実施団体、実施回数とも前年度と
比較してほぼ横ばい状態が続いている。

町内会一斉清掃実施団
体

団体 237230281

アダプトプログラム登
録団体数

団体 443833

活 動 指 標
分 析 結 果

町内会一斉清掃実施団体に対しては、清掃活動への支援としてご
み袋の支給、ごみ鋏の貸出しを行っている。アダプトプログラム
については辞退団体数が減少し、普及啓発により参加団体数が増
加傾向にある。

町内会一斉清掃回数

目 標 値

650

目標年度

令和5年
度

518530657

アダプトプログラム登
録団体数

50令和5年
度

443833

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

町内
会・自
治会

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

866



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集運搬業務委託事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 昭和42年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 06 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

公共下水道及び合併処理浄化槽の普及によりし尿収集登録世帯数は減少傾向に
あるが、対象世帯の地域的縮小は進まず直営・委託とも収集効率が低下してい
る。令和３年４月１日現在くみ取り登録件数５，１５０件のうち、委託３，
１０３件、直営２，０４７件である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

し尿収集運搬業務委託区域において、し尿汲み取り便槽に貯留したし尿の収集
運搬を必要とする者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿収集登録世帯のうち、し尿収集運搬
業務委託区域におけるし尿収集・運搬を適正に実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

家庭等から排出されるし尿を適正（定例的・効率的）に収集・運搬すること
で、生活環境の保全及び公衆衛生の確保を図る。

74,11379,15483,426

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 74,113

財　

源　

内　

訳

□拡充

公共下水道の整備、合併処理浄化槽の設置が進むなか、し尿汲取り量は、直
営、委託とも年々減少している。令和３年度実績は14,278KLで、うち委託分は
9,370KLであった。２年度の委託分は9,936KLで、対前年度比5.7パーセント減
少した。市全体として、汲取り便所から下水道や浄化槽への転換が進み、本市
の水環境は向上している。

□維持 ■縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 74,113

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

し尿処理費

し尿収集管理事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集運搬業務委託事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

ＫＬ

件

対 象 指 標 名

し尿収集登録世帯数 5,1505,3025,506

委託によるし尿収集世
帯数

世帯 3,1033,1473,215

成 果 指 標
分 析 結 果

公共下水道及び合併処理浄化槽の普及により、し尿収集量、件数は直営、委託とも減少傾向
にある。業者には、一般家庭のほか仮設トイレのし尿収集を委託しており、工事やイベント
等のために一時的に設置するトイレの汲取りにも対応している。

し尿収集運搬業務委託
業者数

社 777

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年１０月から７業者に委託している。し尿汲取りは、便
槽の数、容量、設置場所や狭路での進入路等、熟知しなければな
らない事項が多く、各業者に収集地区を割り振っている。内訳
は、志方地区４者、旧加古川市地区３者である。 

委託によるし尿収集量

目 標 値

9,207

目標年度

令和4年
度

9,3709,93610,498

委託によるし尿収集件
数

19,043令和4年
度

19,38020,24121,069

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合併浄化槽設置補助事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 平成25年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 06 

細  目 015  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市浄化槽設置整備事業補助金等交付要綱

現 状 と 課 題

現行の補助制度が施行されて７年が経過しているので、目的である生活排水に
よる公共水域の汚濁を防止し、早期に生活環境及び公衆衛生の向上に寄与する
ことにどの程度寄与しているか的確に分析する必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市生活排水処理計画での公共下水道、農業集落排水処理施設で排水処理
することとされている区域以外の区域で、都市計画法に規定する工業専用地域
以外の区域において、１０人槽以下の浄化槽を設置しようとする者及び適正な
維持管理を行った者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

設置する合併処理浄化槽の人槽に応じて５人槽７７万円～１０人槽１２５万円
の補助金を、合併処理浄化槽設置にあたり単独処理浄化槽の撤去費補助６万円
を、汲取りから合併処理浄化槽への改造工事は５万円、単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽への改造工事は２万５千円の助成金を交付する。その他、高度処
理型浄化槽の設置の場合は上乗せ補助を設けている。また、維持管理費補助は
２万円を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

合併処理浄化槽の設置及び適正な維持管理を促進し、生活環境の改善と公共水
域の水質保全を推進する。

152,837171,115148,579

国 庫 支 出 金 11,691

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 141,146

財　

源　

内　

訳

□拡充

公共下水道整備区域の見直しにより、平成２７年度に設置補助事業の拡充と維
持管理費補助事業の創設を行った。今後は補助事業の適正な執行のほか、広
報、ホームページ、チラシ配布及び説明会等による市民や設置業者への積極的
なＰＲも図り、法定検査受検率の向上にも努める必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 152,837

そ の 他 特 財

令和7年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

し尿処理費

合併浄化槽設置補助事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合併浄化槽設置補助事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

件

％

％

対 象 指 標 名

公共下水道・農業集落
排水処理施設対象区域
外人口

12,36212,48212,506

成 果 指 標
分 析 結 果

浄化槽処理区域内の設置状況は、平成２５年から８年間で１，１７６基を設置済みである。
また、生活排水処理率の令和２年度実績は９５．４％で、今後も処理率は伸びていくと考え
る。法定検査受験率も向上している。

合併処理浄化槽設置補
助申請件数

件 138160137

合併処理浄化槽維持管
理費補助申請件数

件 1,3441,2631,159

活 動 指 標
分 析 結 果

広報等のＰＲにより、補助金制度の周知は図られているが、更に
令和３年12月より、浄化槽区域内の汲取り世帯へ、し尿処理手数
料の納付告知の際に、ＱＲコードで市のホームページ（補助制
度）を閲覧できる案内を送付している。令和４年度には、同区域
内の単独浄化槽世帯へ、補助制度の案内を送付し、転換を促す予
定である。

合併処理浄化槽設置補
助交付件数（Ｈ２５～
Ｒ９累計）

目 標 値

1,794

目標年度

令和6年
度

1,3141,1761,016

生活排水処理率 99.4令和6年
度

95.895.495.1

法定検査受検率 79.6令和6年
度

76.475.775.8

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集車両購入事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 昭和34年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 06 

細  目 020  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

令和４年度より１班減少し、直営収集地域において５班体制で、常時５台稼動
している。ほかに予備車として、狭路用の２トン車、故障時対応用の３トン車
各１台を保有している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

直営区域において、し尿くみ取り便槽に貯留されたし尿の収集運搬を必要とす
る者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿収集登録世帯のうち、直営区域にお
けるし尿収集・運搬を適正に実施するために必要な車両を更新する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

家庭等から排出されるし尿を適正（計画的・効率的）に収集・運搬すること
で、生活環境の保全及び公衆衛生の確保を図る。

7,6377,3867,618

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債 5,700

一 般 財 源 1,937

財　

源　

内　

訳

□拡充

今後も、効率的な直営し尿収集運搬体制を維持するため、年次的な更新計画に
基づき、事業を継続していく。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 7,637

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

し尿処理費

し尿収集車両購入事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集車両購入事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

ＫＬ

件

対 象 指 標 名

し尿収集登録世帯数 5,1505,3025,506

直営担当し尿収集世帯
数

世帯 2,0472,1552,291

成 果 指 標
分 析 結 果

公共下水道や合併処理浄化槽の普及に伴い、し尿収集量、件数は減少傾向にある。ただし、
収集区域の面積は変わっていないので、車両１台あたりの走行距離はさほど減少していな
い。

し尿収集車両保有台数 台 889

活 動 指 標
分 析 結 果

公共下水道や合併処理浄化槽の普及に伴い、直営担当し尿収集世
帯数は減少しているが、地域的観点からは密度が薄くなってお
り、面積的には狭まっていない。

直営によるし尿収集量

目 標 値

4,770

目標年度

令和4年
度

4,9095,5185,711

直営によるし尿収集件
数

12,442令和4年
度

12,80513,81814,933

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設整備事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０５うるおいのあるまち

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２環境美化の推進

事 業 実 施 期 間 令和2年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 04 

項 02 

目 07 

細  目 015  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、浄化槽法、加古川市廃棄物の処理及び清
掃に関する条例

現 状 と 課 題

尾上処理工場（し尿処理施設）は、稼働開始から５０年以上経過し、施設の老
朽化が著しく、早急に合理的かつ経済的な施設整備を実施する必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

尾上処理工場（し尿処理施設）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

平成３０年度に策定した施設整備計画に基づき、既存施設の運転を継続しなが
ら施設更新を実施する。令和２年度に生活環境影響調査を行い、令和３年度に
整備運営事業者を選定し、令和４年度から令和６年度で施設更新を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

公共下水道の整備に長期を要する区域について、合併処理浄化槽の区域に変更
されたことにより、永続的に必要となったし尿処理施設の安定稼働を図る。

2,31511,7040

国 庫 支 出 金 733

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,582

財　

源　

内　

訳

■拡充

現在の施設は老朽化が進んでおり、安定稼働のためには施設更新が必要であ
る。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,315

そ の 他 特 財

令和6年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

衛生費

清掃費

し尿処理施設費

し尿終末処理施設整備事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設整備事業
部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

ｋｌ

対 象 指 標 名

施設数 111

成 果 指 標
分 析 結 果

し尿・浄化槽汚泥量は減少傾向にあるが、合併処理浄化槽区域における浄化槽設置基数の増
加により、浄化槽汚泥量の増加が予測される。

尾上処理工場施設整備
費

千円 2,31511,7040

活 動 指 標
分 析 結 果

令和４年度から令和６年度に施設整備工事を行うため、施設整備
費の増加が見込まれる。

し尿・浄化槽汚泥量

目 標 値

38,418

目標年度

令和4年
度

33,77734,80734,784

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

施設

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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